
　
神
戸
文
具
事
務
用
品
協
同
組

合
（
長
澤
宗
弘
理
事
長
）
の
新

年
祝
賀
会
は
、
１
月
23
日
午
後

６
時
か
ら
神
戸
市
中
央
区
の

「
神
仙
閣
」
で
開
催
、
組
合
員
、

賛
助
会
員
な
ど
41
人
が
出
席
し

て
新
年
を
祝
っ
た
。

　
祝
賀
会
は
中
村
宜
史
専
務
理

事
の
司
会
で
進
め
、
開
宴
に
先

立
っ
て
長
澤
理
事
長
が
「
木
下

前
理
事
長
か
ら
理
事
長
を
引
き

継
い
だ
が
、
こ
れ
か
ら
何
を
し

て
い
く
の
か
考
え
て
い
る
。
一

つ
は
組
合
活
動
が
ど
う
と
い
う

こ
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
明
確
に
し
て
責
任
を
も
っ
て

遂
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
１
月
17
日
の
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
い

う
年
月
を
経
て
今
日
が
あ
る
。

色
々
な
思
い
が
あ
っ
た
30
年

だ
っ
た
。
過
去
の
色
々
な
人
の

想
い
を
引
き
継
い
で
、
新
た
な

1
年
を
過
ご
し
た
い
。
前
を
向

い
て
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

う
」
と
挨
拶
。

　
賛
助
会
を
代
表
し
て
ア
ケ
ボ

ノ
ク
ラ
ウ
ン
・
松
本
圭
司
社
長

が
「
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
が
立
ち
、
失
わ
れ
た
30
年
と

い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
新
年
会

が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
な
り
に
皆
が
頑
張
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
。
12
月
の

文
具
フ
ェ
ア
は
、
商
売
に
な
る

よ
う
に
全
員
が
努
力
し
、
時
代

に
合
わ
せ
た
形
で
集
客
し
た

が
、
今
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
神
戸
エ
コ
ー
ル
・

西
康
宏
社
長
が
「
神
戸
文
協
も

新
し
い
体
制
で
進
ま
れ
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
祈
念

し
た
い
」
と
挨
拶
し
、
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
て
開
宴
し
種
々
歓

談
し
た
。

　
最
後
に
木
下
直
樹
前
理
事
長

が
閉
宴
挨
拶
し
、
一
本
締
め
で

終
了
し
た
。

　
株
式
会
社
フ
ォ
ー
デ
ッ
ク

（
山
尾
剛
志
社
長
、
広
島
市
）

は
、
１
月
16
、
17
日
の
両
日
、

広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
の

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
、

「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

～
と
も
に
見
つ
け

よ
う
！
！
新
た
な
お
ど
ろ
き
を

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
５

フ
ォ
ー
デ
ッ
ク
春
の
グ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ア
を
開
催
、
好
天
に
恵
ま

れ
て
両
日
で
販
売
店
１
９
７
店

３
６
８
人
、
ユ
ー
ザ
ー
１
０
５

社
２
０
８
人
が
来
場
し
て
賑
わ

い
、
７
億
４
７
３
９
万
円
を
売

り
上
げ
た
。

　
初
日
の
午
前
８
時
40
分
か
ら

開
会
式
を
行
い
、
山
尾
社
長

は
「
世
界
情
勢
は
ト
ラ
ン
プ
再

選
で
激
変
が
予
想
さ
れ
る
が
、

我
々
の
使
命
は
大
き
な
波
に
あ

ら
が
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
目
の

前
の
お
客
様
が
求
め
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
愚
直
に
提
供
す
る

こ
と
だ
と
思
う
。
と
り
わ
け
お

客
様
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
は

最
も
重
要
な
課
題
。
業
界
で
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
が
多
い
が
、

視
点
を
変
え
れ
ば
プ
ラ
ス
に
変

わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
で
事
務
用
文
具
は
減
っ

て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
の
ニ
ー
ズ
は

高
ま
っ
て
い
る
。少
子
化
だ
が
、

高
価
格
帯
の
筆
記
具
や
高
付
加

価
値
の
ノ
ー
ト
や
手
帳
、
文
具

は
好
調
で
、
文
具
イ
ベ
ン
ト
で

は
限
定
品
が
大
量
購
入
さ
れ
て

い
る
。
人
出
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
、
企
業
は
大
幅
な
賃
上
げ

を
行
っ
て
い
る
が
、
オ
フ
ィ
ス

へ
の
投
資
に
も
目
を
向
け
て
お

り
、
オ
フ
ィ
ス
改
装
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
。
当
地
に

お
い
て
は
広
島
駅
の
再
開
発
を

は
じ
め
、
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
目
白
押
し
。
地
方
は
人
口

減
少
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

見
方
を
変
え
る
と
多
く
の
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
。
販
売
店
と
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
案
件
を
獲
得
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
加
え
て
、
事
業
概
況
に
つ
い

て
「
今
期
よ
り
営
業
部
を
設
置

し
、
お
客
様
視
点
の
営
業
体
制

へ
変
換
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
事
業
部
は
販
売
店
と

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
同
行
訪
問
を
行

う
こ
と
で
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
案
件

が
増
え
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
環

境
事
業
部
は
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｄ
Ｘ

推
進
部
』
を
新
設
し
、
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
提
案
を
行
う
こ
と

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
商
材

の
受
注
や
オ
フ
ィ

ス
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
新
築
案
件
が

順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
オ
フ
ィ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
部
は
オ
フ
ィ

ス
10
サ
ポ
ー
ト
終

了
を
商
機
と
し
て

捉
え
、
提
案
を

行
っ
て
い
る
」
と

説
明
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
「
提
案
コ
ー
ナ
ー
で
は
従

来
の
文
具
に
加
え
、
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
防
災
、
介

護
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
福
利
厚

生
、
健
康
経
営
な
ど
を
提
案
。

ネ
ッ
ト
や
通
販
で
は
難
し
い
、

説
明
を
必
要
と
す
る
、
リ
ア
ル

の
強
み
が
活
か
さ
れ
る
商
品
を

揃
え
た
。
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

は
既
存
商
品
も
始
め
て
見
る
新

製
品
で
も
あ
り
、
商
品
の
性
能

に
加
え
て
、
用
途
が
広
が
る
よ

う
な
説
明
を
願
い
た
い
。
ユ
ー

ザ
ー
、
販
売
店
、
メ
ー
カ
ー
、

弊
社
の
４
者
が
繋
が
る
こ
と

で
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
最
初
に
声

が
か
か
る
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
に
な
れ
る
と
確
信

し
て
い
る
。
来
て
よ
か
っ
た
、

出
品
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
こ
の
２
日
間
取
り
組

ん
で
い
く
。
各
位
に
は
熱
い
支

援
を
願
い
た
い
」
と
出
展
社
へ

の
協
力
を
望
ん
だ
。

　
出
展
社
を
代
表
し
て
サ
ク
ラ

ク
レ
パ
ス
・
西
村
彦
四
郎
社
長

は
「
出
展
メ
ー
カ
ー
が
毎
年
増

え
、
会
場
づ
く
り
に
も
工
夫
さ

れ
る
な
ど
、
毎
年
進
化
を
遂
げ

て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
再
び

言
わ
れ
出
し
た
の
が
『
モ
ノ
か

ら
コ
ト
へ
』。
今
の
時
代
は
モ

ノ
と
コ
ト
を
統
合
的
に
捉
え
る

べ
き
で
、
筆
記
具
を
沢
山
持
っ

て
い
る
の
に
新
商
品
を
買
い
求

め
る
の
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
る
な
ど
、
モ
ノ
か
ら
得
ら
れ

る
コ
ト
的
価
値
を
買
っ
て
い
る

の
だ
と
思
う
。
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
を
起
こ
す
、
コ
ト
的
価

値
を
沢
山
提
供
す
れ
ば
、
需
要

は
限
り
な
く
あ
る
。
コ
ト
的
価

値
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
、
見

本
市
概
要
説
明
の
あ
と
開
場
し

た
。

　
会
場
に
は
、
１
２
２
社
が
出

展
、新
製
品
は
じ
め
話
題
商
品
、

売
れ
筋
商
品
な
ど
多
彩
な
商
材

で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
中
央
に
は
、
新

製
品
コ
ー
ナ
ー
（
新
製
品
コ
ン

テ
ス
ト
49
社
、
49
商
品
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス

マ
ホ
で
投
票
）
や
、
各
社
の
学

習
サ
ポ
ー
ト
商
品
を
集
め
た

「
小
売
店
提
案
コ
ー
ナ
ー
（
お

勉
強
の
お
時
間
で
す
）」、
ま

た
、
同
社
提
案
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
運
用
シ
ス
テ

ム
、
介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
×
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
、
健
康
経
営
・
福
利
厚

生
、
防
災
、
販
売
促
進
、
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
特
設
し

て
注
目
を
受
け
て
い
た
。

　
初
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
の

記
者
会
見
に
は
、
石
田
信
正
会

長
、
山
尾
剛
志
社
長
、
岡
本
祐

太
郎
専
務
、
長
野
学
常
務
、
大

政
史
生
取
締
役
営
業
本
部
長
、

松
原
竜
二
執
行
役
員
・
フ
ェ
ア

実
行
委
員
長
、
吉
本
夏
海
実
行

委
員
が
出
席
、
山
尾
社
長
が

フ
ェ
ア
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ

た
あ
と
、
松
原
フ
ェ
ア
実
行
委

員
長
か
ら
フ
ェ
ア
の
概
要
説
明

を
行
っ
た
。

　
な
お
、
新
製
品
コ
ン
テ
ス
ト

の
結
果
は
、
次
の
通
り
。

　
①
Ｎ
Ｅ
Ｗ
デ
ザ
イ
ン
電
卓 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｙ（
カ
シ
オ
計
算
機
）

②
ウ
カ
ン
ム
リ
ク
リ
ッ
プ
２

（
サ
ン
ス
タ
ー
文
具
）
③
ら
く

ら
く
あ
ん
し
ん 

け
ず
り
き
ミ

ニ
（
ア
ス
カ
）

　
秋
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
は 

９
月
11
・
12
日
、
広
島
サ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
　
　
　

　
株
式
会
社
ア
ケ
ボ
ノ
ク
ラ
ウ

ン
神
戸
支
店
（
窪
田
保
徳
支
店

長
）
は
、
12
月
６
日
に
神
戸
市

中
央
区
の
ボ
ナ
ト
リ
ー
チ
ェ
で

忘
年
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
。
コ
ロ
ナ
な
ど
の
影
響
で
５

年
ぶ
り
の
開
催
で
、「
忘
年
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ
ー
ご
招
待
セ
ー

ル
」
を
企
画
。
主
要
取
引
先
な

ど
約
60
社
70
人
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、松
本
圭
司
社
長
は「
ア

ケ
ボ
ノ
ク
ラ
ウ
ン
最
後
の
行
事

と
な
る
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
。
記

憶
に
あ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
神
戸
支
店
が
初

め
て
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
っ

た
の
が
こ
の
会
場
で
、
10
年
ぶ

り
ぐ
ら
い
に
返
っ
て
き
た
。
各

位
の
商
売
繁
盛
と
、
健
康
を
祈

念
し
、
来
年
も
１
年
が
ん
ば
り

た
い
の
で
よ
ろ
し
く
願
い
た

い
」
と
挨
拶
、
合
わ
せ
て
乾
杯

の
音
頭
を
と
っ
て
開
宴
し
た
。

　
会
場
で
は
、
神
戸
支
店
ス

タ
ッ
フ
の
紹
介
や
、
抽
選
会
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
で
盛
り

上
が
る
中
、
中
締
め
に
は
窪
田

支
店
長
が
「
神
戸
支
店
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
く
の
で
、
よ
ろ
し
く

願
い
た
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、

三
本
締
め
で
閉
宴
し
た
。

　
近
畿
辰
の
会
（
佐
野
健
一
会

長
＝
さ
の
ぶ
ん
社
長
）
は
、
12

月
５
日
、
大
阪
・
福
島
区
の
い

や
さ
か
別
邸
で
、
忘
年
会
を
開

催
し
た
。

　
当
日
は
、佐
野
会
長
の
挨
拶
、

乾
杯
で
始
ま
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
会
食

と
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
回
は
昭
和
39
年
生
ま
れ
の

立
川
ピ
ン
製
作
所
・
八
田
俊
和

社
長
が
初
参
加
、
会
員
30
人
中

20
人
の
参
加
と
な
り
、
三
世
代

が
賑
や
か
に
交
流
を
図
り
、
定

刻
、
不
易
糊
工
業
・
梶
田
安
彦

会
長
の
閉
め
の
挨
拶
で
閉
じ

た
。
そ
の
後
、
学
校
事
務
機
セ

ン
タ
ー
・
篠
原
立
身
会
長
か
ら

の
お
土
産
を
受
け
取
り
、
全
員

で
の
記
念
撮
影
で
閉
会
し
た
。

　
業
界
の
亥
年
で
構
成
す
る
ぼ

た
ん
の
会
（
尾
嵜
輝
夫
会
長
）

は
、
１
月
12
日
に
初
詣
・
新
年

会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
京
都
駅
に
集
合
し
、

干
支
の
猪
が
祭
神
の
「
護
王
神

社
」
に
参
拝
。
宮
司
よ
り
修
祓

の
後
、
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
、
会
場
を
京
都
駅
11

階
の
「
モ
リ
タ
屋
Ｊ
Ｒ
京
都
伊

勢
丹
店
」
に
移
し
て
、
３
世
代

９
人
が
参
加
し
て
会
食
を
行
っ

た
。
開
会
に
先
立
ち
尾
嵜
会
長

が
「
こ
の
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
大
流
行
し
て
今
日
も
数
名

の
欠
席
者
が
出
た
が
１
年
ぶ
り

に
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
が
見
ら

れ
た
の
と
、
当
会
の
干
支
神
社

に
参
拝
と
新
年
会
が
出
来
た
事

を
嬉
し
く
思
う
。
楽
し
く
元
気

に
会
を
続
け
て
い
き
た
い
の
で

引
き
続
き
参
加
を
願
い
た
い
」

と
挨
拶
。
乾
杯
の
後
、
名
店
の

「
京
都
牛
の
ス
キ
焼
」
を
楽
し

み
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
親
睦
と

旧
交
を
深
め
た
。
最
後
に
尾
嵜

会
長
の
１
本
締
の
あ
と
、
次
回

の
開
催
を
約
束
し
散
会
し
た
。

ぼ
た
ん
の
会
が

初
詣
と
新
年
会

護
王
神
社
で
記
念
撮
影

３
世
代
20
人
が
参

加
し
て
忘
年
会

〇
…
近
畿
辰
の
会

出
席
者
全
員
で
記
念
撮
影

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
の
会
場

忘
年
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催

ア
ケ
ボ
ノ
Ｃ
神
戸
支
店

新
た
な
１
年
に
向
け
て

神
戸

文
協

41
人
が
出
席
し
て
新
年
祝
う

神
戸
文
協
の
新
年
祝
賀
会

挨
拶
す
る
山
尾
社
長

フ
ォ
ー
デ
ッ
ク
の
役
員
陣

多彩な切り口で展示する提案コーナー

多彩な切り口で提案
フォーデック春のグランドフェア

販売店、ユーザー576人が来場


